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第１章 計画策定の趣旨 

１ 計画策定の趣旨 

これまでの少子化対策では、「保育環境の整備」や「子育て家庭を社会全体で支援」、“子どもを

生みやすい・育てやすい環境づくり”という、子どもを生み育てる側の視点に立った教育・保育

サービスが提供されてきました。 

しかしながら、少子化は急速に進行し、さらなる核家族化の進行や地域のつながりの希薄化に

より祖父母や近隣の住民等から子育てに対する、支援や協力を得ることが依然として困難な状況

となっています。 

このような状況に対し、国は平成 24 年８月に「子ども・子育て関連３法」を成立させました。 

平成 27 年度から本格的にスタートする子ども・子育て支援新制度は、この「子ども・子育て

関連３法」に基づき、「質の高い幼児期の学校教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業の提供

を主眼とし、幼児期の質の高い学校教育や保育、地域の子ども・子育て支援を、自治体（市町村）

が実施主体となって総合的・計画的に推進することとしています。 

これに伴い、「質の高い幼児期の学校教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業の提供」に向

けて「あきる野市子ども・子育て支援事業計画」を策定することとなりました。 

本市では、「あきる野市次世代育成支援行動計画」（前期計画：平成 17～21 年度、後期計画：

平成 22～26 年度）を策定し、次世代育成支援の総合的な推進を図ってきました。 

その中でも、保育所及び学童クラブの受け入れ拡充を推進してきましたが、人口構造や教育・

保育施設等の資源の状況が地域によって大きくことなるため、質の高い幼児期の学校教育・保育

の提供に向け、地域ごとの特性やニーズを十分に把握した子育て支援施策の検討が改めて重要と

なってきています。 

これらの状況を踏まえ本計画は、市民・地域・企業・市が協働で、市全体で子育てを支え、「子

どもの視点に立った、子どもが健やかに成長することができる社会の実現」を目指すとの考えを

基本に、子どもの“育ち”を支える環境を整備し、地域社会の中で子どもが健やかに成長してい

ける環境を創り出すことを目的とするものです。 

 

２ 計画の性格、位置づけ 

本計画は、平成 24 年 8月公布の子ども・子育て支援法第 61条「市町村は、基本指針に即し

て、５年を１期とする教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業の提供体制の確保その他この

法律に基づく業務の円滑な実施に関する計画を定めるものとする」に基づき、同法第 77 条の規

定により設置している「あきる野市子ども･子育て会議」による委員の意見を聴取して策定してい

きます。 

 

３ 計画の期間 

本計画の計画期間は、平成 27 年度（2015 年度）から、平成 31 年度（2019 年度）までの

５か年とします。ただし、社会状況の変化や関連制度･法令の改正、施策の推進状況を踏まえ、必

要に応じて見直しを行うこととします。 
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第２章 計画の基本的な考え方 

 計画の基本的な考え方については、あきる野市の最上位計画である、あきる野市総合計画｢ヒュ

ーマン・グリーンあきる野」及び「あきる野市次世代育成支援行動計画」を踏まえ策定していき

ます。 

 

１ 基本理念 

２ 基本的な考え方 

３ 計画の基本目標 

 

 

【参考１】あきる野市総合計画 基本構想及び後期基本計画 

 

１１１１    施策の大綱施策の大綱施策の大綱施策の大綱        

●笑顔あふれる安心して暮らせる保健福祉都市をめざして 

これからのあきる野市を担う子どもたちが、心身共に健康で、人間性豊かな市民として成長でき

るような学校づくり、地域づくりを推進するとともに、誰もが生涯を通じて生きがいを持って心豊

かに暮らすことができる生涯学習社会づくりを推進し、生涯健やかな体と心を培う人権尊重を基調

とした教育文化都市をめざします。 

 

２２２２    施策の方向施策の方向施策の方向施策の方向    

１ 保育サービスの充実、地域・家庭における子育ての支援 

【主な施策】 

・次世代育成支援行動計画の推進 

・子育てひろば事業の推進 

・児童館の整備と事業内容の充実 

・保育園の待機児童の解消 

・延長保育、低年齢児保育、子育て相談等の充実 

・ファミリー・サポート・センター事業の充実 

２２２２    親と子どもの教育環境づくり親と子どもの教育環境づくり親と子どもの教育環境づくり親と子どもの教育環境づくり    

３３３３    要保護児童への対応の充実要保護児童への対応の充実要保護児童への対応の充実要保護児童への対応の充実    

【主な施策】 

・児童虐待防止等支援機関との連携強化 

４４４４    子育てを支援する生活環境の整備子育てを支援する生活環境の整備子育てを支援する生活環境の整備子育てを支援する生活環境の整備 

【主な施策】 

・防犯活動の推進 
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【参考２】あきる野市次世代育成支援行動計画 

 

１１１１    基本理念基本理念基本理念基本理念    

市民・事業者・行政が協働して、市民一人ひとりの状況に応じた保健福祉サービスを総合的に展

開することにより、すべての市民が安心して暮らすことができる生活環境を創っていきます。また、

市民自らが積極的に地域社会に参加し、誰もが生きがいを持ちながら、笑顔あふれる生活をおくる

ことができる保健福祉都市をめざします。 

 

２２２２    基本的な考え方基本的な考え方基本的な考え方基本的な考え方 

1    子ども本人の人間性を尊重します子ども本人の人間性を尊重します子ども本人の人間性を尊重します子ども本人の人間性を尊重します 

わが国は、児童の権利に関する条約の締結国として、子どもにかかわる種々の権利が擁護される

ように施策を推進することが求められています。このような中で、子育て支援サービス等を受ける

主体は子ども自身である、という視点に立って、子どもの幸せを第一に考え、子どもの利益を最大

限に尊重します。 

また、子どもは、次代の親であるとの認識の下に、豊かな人間性を形成し、自立して家庭をもつ

ことができるよう、長期的な視野から健全育成に取り組みます。 

 

2    すべての子どもと家庭を支援しますすべての子どもと家庭を支援しますすべての子どもと家庭を支援しますすべての子どもと家庭を支援します 

子育てと仕事の両立を支援するだけでなく、子育ての孤立化といった問題等も踏まえ、広くす

べての子どもと家庭へ支援するという視点に立った施策を推進します。 

 

3    地域全体による子育て支援への参加を促進します地域全体による子育て支援への参加を促進します地域全体による子育て支援への参加を促進します地域全体による子育て支援への参加を促進します 

子育てについて第一義的責任をもっているのは父母その他の保護者になりますが、同時に子ども

は次代の地域を支える重要な一員であるという視点に立って、地域住民、企業、行政を含めた地域

全体が協力し、様々な担い手の下で地域の社会資源を充分に活用した対策を進めます。特に、子育

ては、男女が協力して行うべきものとの視点に立った取り組みを推進します。 

 

4    多様なサービスニーズへ対応します多様なサービスニーズへ対応します多様なサービスニーズへ対応します多様なサービスニーズへ対応します 

核家族化や都市化の進行等による社会環境の変化や国民の価値観の多様化に伴なって、子育て家

庭の生活実態や子育て支援に係る利用者のニーズも多様化しています。このような多様な個別のニ

ーズに柔軟に対応していくとともに、利用者が安心してサービスを利用できるように、サービスの

質を確保します。 

 

３３３３    目標目標目標目標 

子どもたちがのびのび育ち 楽しく子育てができる環境をめざして 

 

子育てについての第一義的責任を有する父母その他保護者を充分に支援しつつ、地域全体が子育

てに参加することにより、次代のあきる野市の担い手である子どもが心身ともに健やかに育つまち

をめざします。 
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第３章 あきる野市の子育ての現状 

１ 人口の推移 

（（（（1111））））総人口に占める子どもの人口の推移総人口に占める子どもの人口の推移総人口に占める子どもの人口の推移総人口に占める子どもの人口の推移    

 

平成 20 年以降、総人口は増加傾向にありますが、０－11 歳人口は減少傾向にあり、平成

24 年に 9千人を下回っており、平成 25 年４月１日現在では 8,819 人となっています。 

また、総人口に占める０－11 歳人口の割合も減少しており、平成 25 年で 10.8％となっ

ています。 

 

■総人口に占める０－11 歳人口の推移と割合（各年４月１日） 

81,475 81,620 81,739 81,808 82,008 81,804

9,376 9,235 9,141 9,034 8,922 8,819
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（２）０－（２）０－（２）０－（２）０－５５５５歳の歳の歳の歳の年齢階級別人口の推移年齢階級別人口の推移年齢階級別人口の推移年齢階級別人口の推移    

 

０－５歳人口の推移をみると、各年齢階級において減少傾向となっています。 

 

■０－５歳人口の推移（各年４月１日） 

678 675 631 666 641 595

749 706 714 658 697 678

731 763 719 738 675 718

795 727 780 728 739 686

740 773 719 775 731 753

795 730 773 729 779 729

4,488 4,374 4,336 4,294 4,262 4,159
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3,000 
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4,000 
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5,000 

平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年

（人）

５歳

４歳

３歳

２歳

１歳

０歳

 

資料：あきる野市住民基本台帳 

総人口に占める 0‐11 歳の子どもの人口は減少しています。 

0－５歳の子どもの人口は減少しています。 



5 

 

（（（（３３３３））））６６６６－－－－11111111 歳の歳の歳の歳の年齢階級別人口の推移年齢階級別人口の推移年齢階級別人口の推移年齢階級別人口の推移    

 

６－11 歳人口の推移をみると、各年齢階級において減少傾向となっています。 

 

■６－11 歳人口の推移（各年４月１日） 

802 787 746 776 743 779

792 801 787 750 784 747

841 789 801 778 750 796

839 831 797 802 785 744

811 841 838 797 799 797

803 812 836 837 799 797

4,888 4,861 4,805 4,740 4,660 4,660
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1,000 

2,000 

3,000 

4,000 

5,000 

6,000 

平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年

(人）

11歳

10歳

９歳

８歳

７歳

６歳

 

資料：あきる野市住民基本台帳 

 

２ 人口の推計 

（（（（1111））））総人口に占める子どもの人口総人口に占める子どもの人口総人口に占める子どもの人口総人口に占める子どもの人口の推計の推計の推計の推計    

 

平成 26 年以降、総人口に占める０-11 歳人口割合は減少を続け、平成 30 年で 10％を下

回ることが見込まれます。 

 

■総人口に占める０－11 歳人口の推移と割合（各年 10 月１日の推計） 

81,857 81,778 81,675 81,528 81,347 81,127

8,592 8,517 8,340 8,230 8,050 7,859
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10.2 
10.1 

9.9 
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11%

0

50,000

100,000

150,000
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推計人口

（人）

総人口 ０-11歳人口 ０-11歳人口の総人口に占める割合
 

資料：あきる野市将来人口推計    

６－11 歳の子どもの人口は減少しています。 

総人口に占める 0‐11 歳の子どもの人口は減少していくことが見込まれます。 
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（２）０－（２）０－（２）０－（２）０－５５５５歳の歳の歳の歳の年齢階級別人口の推移年齢階級別人口の推移年齢階級別人口の推移年齢階級別人口の推移    

 

０－５歳人口の推計をみると、平成 27 年で 4千人を切り、計画最終年度にあたる平成 31

年では平成 26 年から 491 人減少し 3,557 人になることが見込まれます。 

 

■０－５歳人口の推計（各年 10 月１日の推計） 

581 568 560 549 539 530

636 608 594 585 574 564

663 653 624 610 601 590

716 673 663 634 620 610

708 720 677 667 638 624

744 709 721 678 668 639

4,048 3,931 3,839
3,723 3,640 3,557
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2,000 
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4,000 

5,000 

平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年

推計人口

（人）

５歳

４歳

３歳

２歳

１歳

０歳

 

資料：あきる野市将来人口推計   

    

（（（（３３３３））））６６６６－－－－11111111 歳の歳の歳の歳の年齢階級別人口の推移年齢階級別人口の推移年齢階級別人口の推移年齢階級別人口の推移    

 

６－11 歳人口の推計をみると、平成 26 年以降、ゆるやかに減少していくことが見込まれ、

計画最終年度にあたる平成 31 年には 4,302 人になることが見込まれます。 

 

■６－11 歳人口の推移（各年 10 月１日の推計） 

706 752 717 728 685 676

786 708 754 719 730 687

786 791 712 759 723 735

730 787 792 713 760 724

813 733 791 795 715 763

723 815 735 793 797 717

4,544 4,586 4,501 4,507 4,410 4,302
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4,000 
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5,000 
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11歳

10歳

９歳

８歳

７歳

６歳

 

資料：あきる野市将来人口推計 

 

0－５歳の子どもの人口はすべての年齢階級で減少が見込まれます 

６－11 歳の子どもの人口はすべての年齢階級で減少が見込まれます 
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３ 世帯 

（（（（１１１１））））子どものいる世帯子どものいる世帯子どものいる世帯子どものいる世帯の推移の推移の推移の推移    

 

子どものいる世帯の推移をみると、総世帯数は増加していますが、６歳未満の子どものいる世

帯、18 歳未満の子どものいる世帯ともに減少しています。 

 

■あきる野市の子どものいる世帯子どものいる世帯 

27,570 29,337

3,446 3,219
8,184 7,835

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

平成17年 平成22年

(世帯)

総世帯数 ６歳未満の子どもがいる世帯数 18歳未満の子どもがいる世帯数

 

資料：国勢調査（平成 17年、22年） 

４ 結婚・出産等 

（（（（１１１１））））結婚の推移結婚の推移結婚の推移結婚の推移    

 

あきる野市の男女の未婚率の推移についてみると、男女ともに 30 代以上の未婚率が    

平成 17 年より平成 22 年の方が上昇しています。 

  

■あきる野市の未婚率の推移 

             男 性                             女 性 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳

平成22年

平成17年

0%

20%

40%

60%

80%

100%

20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳

平成22年

平成17年

 

資料：国勢調査（平成 17 年、22 年） 

子どものいる世帯は減少しています。 

男女ともに 30代以上の未婚率が上昇しています。 
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（（（（２２２２））））出生数の推移出生数の推移出生数の推移出生数の推移    

 

あきる野市の出生数は、年によって増減はあるものの、平成 23 年以降は減少しています。 

 

■あきる野市の出生数の推移 

633
668 674

647
623

0

200

400

600

800

平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年

(人)

 

資料：人口動態統計 

 

５ 就労状況 

（（（（１１１１））））女性の労働力率の推移女性の労働力率の推移女性の労働力率の推移女性の労働力率の推移    

 

女性の労働力率（15 歳以上人口に占める労働力人口（就業者＋完全失業者）の割合）の推移

をみると、20 代後半をピークに、以降結婚・出産期にあたる 20 代後半 30 代にかけて労働力

率が低下するＭ字曲線を描いていますが、平成 17 年より平成 22 年の方がＭ字の谷の部分とな

る部分が浅くなっています。 

■あきる野市の女性の労働力率の推移 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80% 平成17年 平成22年

 

資料：国勢調査（22年） 

 

出生数は減少傾向です。 

女性の就労傾向はＭ字曲線を描いていますが、Ｍ字の谷の部分が浅くなっています。 
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（（（（２２２２））））女性の労働力率の比較（国・都との比較）女性の労働力率の比較（国・都との比較）女性の労働力率の比較（国・都との比較）女性の労働力率の比較（国・都との比較）    

 

女性の労働力率を国や都と比較すると、おおむね国や都と同じ傾向となっています。 

 

■女性の労働力率の推移 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80% 国 都 あきる野市

 

資料：国勢調査（平成 22 年） 

 

６ あきる野市の幼稚園・保育所等の状況 

（１）０－５歳の子どもの人口及び保育サービスの利用状況の推移（１）０－５歳の子どもの人口及び保育サービスの利用状況の推移（１）０－５歳の子どもの人口及び保育サービスの利用状況の推移（１）０－５歳の子どもの人口及び保育サービスの利用状況の推移    

 

０～５歳の子どもの人口、幼稚園の入園者数は減少傾向となっていますが、保育所への入所

者数は増加傾向となっています。 

■０－５歳の子どもの人口及び保育サービスの利用状況の推移（各年４月１日時点、幼稚園は５月１日時点）  

4336
4294 4262

4159

1,715 1,733 1,742 1,750

1,101 1,085
1,123

1,055

500

700

900

1,100

1,300

1,500

1,700

1,900

4000

4200

4400

4600

4800

平成22年 平成23年 平成24年 平成25年

(人)(人)

０～５歳の子ども人口 保育所入所者数 幼稚園入園者数
 

 

子どもの人口は減少していますが、保育所の利用は増加しています。 

女性の労働力率の状況は国や都と同じ傾向となっています。 
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（（（（２２２２）年齢ごとの保育）年齢ごとの保育）年齢ごとの保育）年齢ごとの保育所所所所入所者数の推移入所者数の推移入所者数の推移入所者数の推移 

 

年齢ごとの保育所入所者数の推移については、０歳児、１、２歳児の入所者数が平成 22 年

以降増加しており、１、２歳児では平成 22 年から平成 25 年にかけて 56 人増加しています。 

 

■年齢ごとの保育所入所者数の推移(各年４月１日) 

104 115 123 112

525 564 558 581

1,086 1,054 1,061 1,057

1,715 1,733 1,742 1,750

0

500

1,000

1,500

2,000

平成22年 平成23年 平成24年 平成25年

(人)

３歳以上

１、２歳

児

０歳児

 

    

    

（（（（３３３３）０－２歳、３－５歳ごとの各人口における保育所入所率の推移）０－２歳、３－５歳ごとの各人口における保育所入所率の推移）０－２歳、３－５歳ごとの各人口における保育所入所率の推移）０－２歳、３－５歳ごとの各人口における保育所入所率の推移    

 

保育所への３－５歳の子どもの入所率については、平成 22 年以降横ばい傾向となっていま

すが、０－２歳の子どもの入所率は平成 22 年以降、１ポイントずつ増加しています。 

 

■０－２歳、３－５歳ごとの各人口における保育所入所率の推移（各年４月１日時点） 

30.5 
32.9 33.8 34.8 

47.8 47.2 47.2 48.8 

20%

30%

40%

50%

平成22年 平成23年 平成24年 平成25年

０～２歳の保育所入所率 ３～５歳の保育所入所率
 

    

保育所の利用のなかでも、３歳未満の利用が増えています。 

保育所の利用のなかでも、０-２歳の子どもの利用が増加しています。 
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（４）年齢ごとの幼稚園入園数の推移（４）年齢ごとの幼稚園入園数の推移（４）年齢ごとの幼稚園入園数の推移（４）年齢ごとの幼稚園入園数の推移    

 

年齢ごとの幼稚園入園数の推移については、全体では、年によって入園者全体の増減はある

ものの 1,000 人を少し上回る程度となっています。年齢別の入園者数をみると、３歳児につ

いては、平成 22 年から平成 25 年にかけて 77 人減少しています。その一方で、４歳児は増

加傾向となっており、４歳児では平成 22 年から平成 25 年にかけて 29 人増加しています。 

また、満３歳児については、平成 24 年まで１人だったのが、平成 25 年では６人と大幅に

増加しています。 

 

■年齢ごとの幼稚園の利用状況の推移(各年５月１日) 

1 2 1 6

374 340 354 297

350 399 368 379

376 344 400
373

1,101 1,085 1,123
1,055

0

500

1000

1500
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５歳児

４歳児

３歳児

満３歳児

 

    

（（（（５５５５））））幼稚園の預かり保育の幼稚園の預かり保育の幼稚園の預かり保育の幼稚園の預かり保育の年間年間年間年間利用延べ人数の推移利用延べ人数の推移利用延べ人数の推移利用延べ人数の推移    

 

幼稚園の預かり保育の年間延利用人数をみると、平成 22 年度から平成 24 年度にかけて大

きく増加し、約 2,600 人増で平成 24 年度では 22,727 人となっています。 

 

■幼稚園の預かり保育の年間利用延べ人数の推移 

20,108 20,111
22,727

0

6,000

12,000

18,000

24,000

平成22年 平成23年度 平成24年度

(人)

 

幼稚園の利用のなかでも、満３歳児、４歳児の利用が増加しています。 

幼稚園の預かり保育の利用は年々増加しています。 

度 
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７ あきる野市の保育所・学童クラブの待機児童数の推移 

（（（（１１１１））））年齢別年齢別年齢別年齢別保育所の待機児童保育所の待機児童保育所の待機児童保育所の待機児童数数数数の推移の推移の推移の推移    

 

 保育所の待機児童数の推移についてみると、各年ともに、４月から 10 月で待機児童数が増加

しています。また、年齢別にみると、４月１日時点では１歳児の待機児童数が多くなっています

が、０歳児の待機児童数は、４月１日時点から 10月１日時点で大幅な増加となっています。 

年齢別保育所の待機児童数の推移（4 月 1 日、10 月１日） 
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（（（（２２２２））））学童クラブ待機児童者数の推移学童クラブ待機児童者数の推移学童クラブ待機児童者数の推移学童クラブ待機児童者数の推移    

 

 あきる野市における学童クラブ待機児童数の推移についてみると、平成 22 年以降減少傾向と

なっています。 

■学童クラブ待機児童数の推移（各年４月１日） 
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保育所待機児童のなかでも年齢によって待機児童の発生時期が異なります。 

学童クラブ待機児童数は、減少傾向となっています。 
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８ 主な子育て支援サービス事業の状況 

次世代育成支援行動計画で公表している主な保育サービスです。 

事業名 項目 
計画期間 目標  26年度に対

する達成度 

(Ａ～Ｄ) 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成26年度 

通常保育事業 

定員 1,678人 1,708人※１ 1,736人※１ 

待機児童の解消を目指

します。 
Ａ 

設置か所数 15か所 15か所 15か所 

入所児童数※2 1,811人 1,809人 1,811人 

待機児童数※3 47人 38人 16人 

延長保育事業 
設置か所数 13園 13園 13園 民間保育園で1園1時間の

延長保育を実施します。 
Ａ 

延利用者数 457人 803人 807人 

休日保育事業 
設置か所数 1園 1園 1園 

継続実施します。 Ａ 
利用人数 延151人 延164人 延70人 

病児・病後児保育事業 
設置か所数 1園 1園 1園 

継続実施します。 Ａ 
利用人数 延22人 延8人 延3人 

幼児教育に対する支

援事業※４ 

定員 1,270人 1,270人 1,270人 

継続実施します。 Ａ 

施設数 

 

6園 6園 6園 

市内児童数 1,006人 982人 1,011人 

市外児童数 95人 103人 112人 

市外幼稚園通園児数 66人 60人 56人 

学童クラブ事業 

定員 735人 735人 745人 

今後も既存公共施設の有

効利用などの検討を進

め、待機児童の解消に努

めます。 

Ａ 

設置か所数 13か所 13か所 13か所 

入所希望者数  785人  846人 859人 

入所児童数 664人 689人 701人 

特例利用数 62人 124人 121人 

待機児童数※3 30人 22人 21人 

子育てひろば事業 

設置か所数 2か所 3か所 3か所 

継続実施します。 Ａ 相談件数 97件 174件 186件 

利用人数 - 3,730人※５ 6,114人 

一時預かり事業 
設置か所数 11か所 12か所 12か所 

継続実施します。 Ａ 
利用人数 延502人 延369人 延437人 

子育て短期支援事業 

（トワイライトステイ事業） 

実施か所 - - - 保護者の要望や状況を確

認しながら実施について検

討します。 

Ｃ 利用人数 - - - 

子育て短期支援事業

（ショートステイ事業） 

定員 10人 10人 10人 

継続実施します。 Ａ 

 0歳から2歳 5人 5人 5人 

 3歳から5歳 5人 5人 5人 

実施保育所数 1か所 1か所 1か所 

利用人数 延132人 延155人 延77人 

ファミリー・サポー

ト・センター事業 

設置か所数 1か所 1か所 1か所 

継続実施します。会員の

増加を推進します。 
Ａ 

会員数 

499人 

提供：155人 

依頼：319人 

両方：25人 

 

577人 

提供：171人 

依頼：379人

両方：27人 

630人 

提供：183人 

依頼：419人 

両方：28人 

新生児訪問・ 

こんにちは赤ちゃん

事業 

出生者数 681人 655人 622人 訪問指導員（民生委員

等）により乳幼児家庭全

戸訪問を実施します。 

Ａ 新生児訪問 257人 296人 389人 

こんにちは赤ちゃん訪問  372人 337人 223人 

 ※１ Ｈ23年度は神明保育園、よつぎ第二保育園、東秋留保育園で各10人の定員増。Ｈ24年度は建替えにより東秋留
保育園で20人、光明第六保育園で８名の定員増 

※２ 各年３月１日時点の人数 
※３ 通常保育事業、学童クラブ事業の待機児童数は4/1時点の人数になっています。 

Ｈ25.4.1時点の待機児童数は通常保育事業３５人、学童クラブ事業２０人、特例利用数１１８人 
※４ 幼児教育に対する支援事業の児童数等のデータは5/1時点の人数になっています。 
   Ｈ25.5.1時点の市内児童数９３３人、市外児童数１２２人、市外幼稚園通園児数４７人 
※５ 平成２３年９月子育てひろばいつかいちを開設したための利用者増 
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９ アンケート調査結果の概要 

（（（（１１１１））））調査の目的調査の目的調査の目的調査の目的    
 

本調査は、「あきる野市子ども・子育て支援事業計画」の策定に向けて子ども・子育てに関する

生活実態とご意見ご要望を把握することを目的に、市民意向調査（アンケート調査）を実施しま

した。 

 

（（（（２２２２）実施）実施）実施）実施概要概要概要概要    
 

●調 査 地 域：市全域 

●調査対象者：市内在住の 0～５歳(平成２５年４月１日現在年齢)の児童の保護者（就学前児童

調査）市内在住の「小学生１～４年生の児童」保護者（小学生児童調査） 

●抽 出 方 法：住民基本台帳より、就学前児童（０歳～５歳）2,000 人、小学生（１年生～４年

生）1,000 人の合計 3,000 人を無作為抽出 

●調 査 期 間：平成 25 年 10月７日～10月 25日 

●調 査 方 法：郵送配布・郵送回収による郵送調査法 

 

調 査 票 
調査対象者数 

（配布数） 
有効回収数 有効回収率 

就 学 前 児 童 2,000 913 45.6％ 

小 学 生 児 童 1,000 435 43.5％ 

合  計  3,000  1,348 44.9％ 

 

 

●グラフの見方 

○回答結果の割合「％」は有効サンプル数に対して、それぞれの回答数の割合を小数点以下第２

位で四捨五入したものです。そのため、単数回答（複数の選択肢から１つの選択肢を選ぶ方式）

であっても合計値が 100.0％にならない場合があります。このことは、本報告書内の分析文、

グラフ、表においても反映しています。 

○複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択肢ごと

の有効回答数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、合計が 100.0％を超える

場合があります。 

○図表中において「不明・無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が

困難なものです。 

○図表中の「Ｎ（number of case）」は、集計対象者総数（あるいは回答者限定設問の限定条件

に該当する人）を表しています。 
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（３）結果概要３）結果概要３）結果概要３）結果概要    

    

①子育てを主に行っている方〈単数回答〉①子育てを主に行っている方〈単数回答〉①子育てを主に行っている方〈単数回答〉①子育てを主に行っている方〈単数回答〉    

子育てを主に行っている方についてみると、「父母ともに」が就学前児童で 50.5％、小学生児

童で 54.9％と最も高く、次いで、「主に母親」が就学前児童で 47.0％、小学生児童で 40.7％と

なっています。 

50.5 

54.9 

47.0 

40.7 

0.7 

1.6 

0.5 

1.4 

0.7 

1.4 

0.7 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=913）

小学生児童

（N=435）

父母ともに 主に母親 主に父親 主に祖父母 その他 不明・無回答

 

②保護者の就労状況〈単数回答〉②保護者の就労状況〈単数回答〉②保護者の就労状況〈単数回答〉②保護者の就労状況〈単数回答〉 

母親の就労状況についてみると、就学前児童では『就労している』が 49.3％、『就労していな

い（以前は就労していたが、現在は就労していない＋これまでに就労したことがない）』が 50.0％

となっていますが、小学生児童では『就労している』が 70.3％となっており、就労をしている母

親が多くなっています。加えて、「以前は就労していたが、現在は就労していない」については就

学前児童では 43.7％であるのに対し、小学生児童では 22.4％と大きく減少しており、子どもの

年齢によって、母親の就労状況が異なることがうかがえます。 

父親では、就学前児童、小学生児童ともに「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休

業中ではない」が回答の大半を占めています。 

18.3 

26.6 

4.4 

1.4 

24.8 

41.4 

1.8 

0.9 

43.7 

22.4 

6.3 

4.0 

0.8 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=911）

小学生児童

（N=428）

【母 親】

就労している（フルタイム；産休・育休・介護休業中は含まない）

就労している（フルタイムだが産休・育休・介護休業中）

就労している（パートタイム、アルバイト等）

就労している（パートタイム・アルバイト等だが、産休・育休・介護休業中）

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまでに就労したことがない

不明・無回答
 

※父子家庭は除く 
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73.1 

84.4 

0.1 

0.3 

1.3 

1.8 
0.0 

0.0 

0.7 

0.8 

0.0 

0.0 

24.8 

12.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=862）

小学生児童

（N=397）

【父 親】

就労している（フルタイム；育休・介護休業中は含まない）
就労している（フルタイムだが育休・介護休業中）
就労している（パートタイム、アルバイト等）
就労している（パートタイム・アルバイト等だが、育休・介護休業中）
以前は就労していたが、現在は就労していない
これまでに就労したことがない
不明・無回答

 

※母子家庭は除く 

 

    

③パート・アルバイト等で就労している方のフルタイムへの転換希望〈単数回答〉③パート・アルバイト等で就労している方のフルタイムへの転換希望〈単数回答〉③パート・アルバイト等で就労している方のフルタイムへの転換希望〈単数回答〉③パート・アルバイト等で就労している方のフルタイムへの転換希望〈単数回答〉 

パート・アルバイト等で就労している方のフルタイムへの転換希望についてみると、母親では

「パートタイム・アルバイト等の就労を続けることを希望」が就学前児童で 40.1％、小学生児童

で 53.0%と最も高くなっています。 

6.6 

7.2 

24.0 

24.3 

40.1 

53.0 

5.0 

3.9 

24.4 

11.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=242）

小学生児童

（N=181）

【母 親】

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

不明・無回答

 

9.1 

14.3 

27.3 

57.1 

45.5 

0.0 

9.1 

0.0 

9.1 

28.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=11）

小学生児童

（N=7）

【父 親】

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

不明・無回答

 

＊「フルタイム」：１週５日程度・１日８時間程度の就労 

「パート・アルバイト等」：フルタイム以外の就労 
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④現在、就労していない方の就労希望〈単数回答〉④現在、就労していない方の就労希望〈単数回答〉④現在、就労していない方の就労希望〈単数回答〉④現在、就労していない方の就労希望〈単数回答〉 

現在就労していない方の就労希望についてみると、母親では就学前児童で「１年より先、一番

下の子どもが□歳になったころに就労したい」が 44.4％、小学生児童で「すぐにでも、もしくは

１年以内に就労したい」と子育てや家事などに専念したい(就労の予定がない)が 30.1%と最も高

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④－１④－１④－１④－１希望する就労形態〈単数回答〉希望する就労形態〈単数回答〉希望する就労形態〈単数回答〉希望する就労形態〈単数回答〉    

《「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」を選んだ方》 

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

方の希望する就労形態についてみると、母親で

は就学前児童、小学生児童ともに「パートタイ

ム、アルバイト等（「フルタイム」以外）」が

66.3％、94.1％と最も高くなっています。 

父親では「フルタイム」への回答が１件、小

学生児童では「パートタイム、アルバイト等

（「フルタイム」以外）」に 1件の回答がありま

した。 

 

18.0 

30.1 

44.4 

29.2 

21.5 

30.1 

16.0 

10.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=455）

小学生児童

（N=113）

【母 親】

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

１年より先、一番下の子どもが□歳になったころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

不明・無回答

件数 ％ 件数 ％

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 0 0.0 0 0.0

１年より先、一番下の子どもが□歳になったころに就労したい 1 33.3 1 33.3

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 1 33.3 1 33.3

不明・無回答 1 33.3 1 33.3

【父　親】

就労したいという希望

就学前児童

N=6

小学生児童

N=3

23.5 

0.0 

66.3 

94.1 

10.2 

5.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=98）

小学生児童

（N=34）

【母 親】

フルタイム

パートタイム、アルバイト等（「フルタイム」以外）

不明・無回答
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⑤⑤⑤⑤現在の定期的現在の定期的現在の定期的現在の定期的な教育・保育事業の利用の有無〈単数回答〉な教育・保育事業の利用の有無〈単数回答〉な教育・保育事業の利用の有無〈単数回答〉な教育・保育事業の利用の有無〈単数回答〉    

現在の定期的な教育・保育事業の利用の有無についてみると、「利用している」が 74.5％と回

答の大半を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤－１⑤－１⑤－１⑤－１    平日に利用している教育・保育事業〈複数回答〉平日に利用している教育・保育事業〈複数回答〉平日に利用している教育・保育事業〈複数回答〉平日に利用している教育・保育事業〈複数回答〉    

《「利用している」を選んだ方》    

平日に利用している教育・保育事業についてみると、「認可保育所」が 47.1％、「幼稚園」が

39.6％と回答の大半を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ここでいう「定期的な教育・保育事業」とは、月単位で定期的に利用している事業を指す。

具体的には、幼稚園や保育所など、（１）－１に示す事業が含まれる。 

74.5 25.4 0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=913）

利用している 利用していない 不明・無回答

47.1

39.6

5.4

8.1

2.4

0.3

0.1

0.7

1.2

0.0

0.0

1.0

0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

認可保育所

幼稚園

幼稚園の預かり保育

幼稚園の２歳児教室

認証保育所

家庭的保育

認定こども園

事業所内保育施設

その他の認可外保育施設

居宅訪問型保育

定期利用保育

その他

不明・無回答

就学前児童（N=680）
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⑥⑥⑥⑥現在の利用の有無にかかわらず、今後、平日の教育・保育事業として「定期的に」現在の利用の有無にかかわらず、今後、平日の教育・保育事業として「定期的に」現在の利用の有無にかかわらず、今後、平日の教育・保育事業として「定期的に」現在の利用の有無にかかわらず、今後、平日の教育・保育事業として「定期的に」

利用した利用した利用した利用したいと考える事業〈複数回答〉いと考える事業〈複数回答〉いと考える事業〈複数回答〉いと考える事業〈複数回答〉 

今後、平日に定期的に利用したいと考える教育・保育事業についてみると、「認可保育所」が

45.9％、「幼稚園」が 43.5％とあわせて８割以上となっており、回答の大半を占めています。ま

た、「幼稚園の預かり保育」が 18.2％、「幼稚園の２歳児教室」が 14.1％と次いで回答が高くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＊事業の利用には一定の利用者負担が発生する 

45.9

43.5

18.2

14.1

6.9

1.9

8.4

2.5

1.5

1.4

3.3

1.0

11.8

0% 20% 40% 60%

認可保育所

幼稚園

幼稚園の預かり保育

幼稚園の２歳児教室

認証保育所

家庭的保育

認定こども園

事業所内保育施設

その他の認可外保育施設

居宅訪問型保育

定期利用保育

その他

不明・無回答

就学前児童（N=913）
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⑦⑦⑦⑦教育・保育事業を選ぶ際に重視する点〈複数回答〉教育・保育事業を選ぶ際に重視する点〈複数回答〉教育・保育事業を選ぶ際に重視する点〈複数回答〉教育・保育事業を選ぶ際に重視する点〈複数回答〉 

教育・保育事業を選ぶ際に重視する点についてみると、「園のスタッフ等の対応や園の印象がよ

い」、「自宅の近く」が７割以上となっていますが、「給食を提供している」、「施設・設備が清潔で

整っている」の回答も高くなっています。 

73.2

23.2

12.5

2.0

29.8

17.5

8.1

9.3

48.0

11.7

55.8

26.1

30.0

18.8

75.4

20.8

17.3

2.5

1.1

0% 20% 40% 60% 80%

自宅の近く

子どもが将来通う小学校のある居住地区内にあること

職場の近く

駅の近く

兄弟姉妹が通っている

夜間や休日、延長保育に対応している

乳児保育を実施している

病時や病後時の対応を行っている

施設・設備が清潔で整っている

送迎サービスを行っている

給食を提供している

駐車場がある

地域の評判がよい

保育料が安い

園のスタッフ等の対応や園の印象がよい

さまざまな教育プログラムを提供している

行事が充実している

その他

不明・無回答

就学前児童（N=913）

 

⑧⑧⑧⑧認定こども園の利用意向〈単数回答〉認定こども園の利用意向〈単数回答〉認定こども園の利用意向〈単数回答〉認定こども園の利用意向〈単数回答〉 

認定こども園の利用意向については、「既存の保育所・幼稚園などの施設と条件を比べて決めた

い」が 48.0％と最も高くなっています。 

17.6

48.0

21.4

4.3

8.8

0% 20% 40% 60%

通わせてみたい

既存の保育所・幼稚園などの施設と条件を

比べて決めたい

既存の保育所・幼稚園などの施設に通わせたい

その他

不明・無回答

就学前児童（N=913）
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⑨⑨⑨⑨子育てに関して、地域の人に望むこと〈複数回答〉子育てに関して、地域の人に望むこと〈複数回答〉子育てに関して、地域の人に望むこと〈複数回答〉子育てに関して、地域の人に望むこと〈複数回答〉    

子育てに関して、地域の人に望むことについてみると、就学前児童、小学生児童ともに「子ど

もが危険なことや、悪いことをした時には注意して欲しい」がそれぞれ 75.1％、79.1％と７割

を超えて最も高く、次いで「子どもや親子連れに対して、気軽にあいさつしたり、声をかけて欲

しい」がそれぞれ 68.0％、50.8％と５割以上となっています。 

68.0 

75.1 

14.6 

8.9 

2.6 

11.9 

21.7 

3.3 

1.9 

4.4 

2.3 

50.8 

79.1 

9.7 

7.4 

1.8 

8.7 

18.6 

3.0 

0.9 

7.4 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもや親子連れに対して、気軽に

あいさつしたり、声をかけてほしい

子どもが危険なことや、悪いことを

したときには注意をしてほしい

話し相手や相談相手になってほしい

用事があるときなどに、子どもを預かってほしい

家事や子どもの世話を手伝ってほしい

子どもと一緒に遊んだり、絵本を

読んだりしてほしい

親子が参加する地域のイベント等に

参加したり、企画・運営してほしい

子育てに関してあまり干渉しないでほしい

その他

特にない

不明・無回答

就学前児童（N=913） 小学生児童（N435）
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⑩⑩⑩⑩小学校１～４年生、小学校５～６年生のうちは、それぞれ放課後（平日の小学校終小学校１～４年生、小学校５～６年生のうちは、それぞれ放課後（平日の小学校終小学校１～４年生、小学校５～６年生のうちは、それぞれ放課後（平日の小学校終小学校１～４年生、小学校５～６年生のうちは、それぞれ放課後（平日の小学校終

了後）の時間を主にどのような場所で過ごさせたいと思うか〈複数回答〉了後）の時間を主にどのような場所で過ごさせたいと思うか〈複数回答〉了後）の時間を主にどのような場所で過ごさせたいと思うか〈複数回答〉了後）の時間を主にどのような場所で過ごさせたいと思うか〈複数回答〉〈就学前〈就学前〈就学前〈就学前

児童調査〉児童調査〉児童調査〉児童調査〉    

放課後の時間を過ごさせたいと思う場所についてみると、小学校１～４年生、小学校５～６年

生ともに「自宅」「習い事」が高くなっていますが、いずれも、小学校５～６年生での回答が小学

校１～４年生での回答を上回っています。また、小学校１～４年生での過ごさせたい場所として

「放課後児童クラブ(学童クラブ)」が 47.7％と特に高くなっていますが、小学校 5～6 年生では

14.6％と大幅に少なくなっています。 

51.7

21.9

50.3

47.7

11.3

11.9

0.0

20.5

8.6

61.6

21.2

57.0

14.6

6.6

11.3

0.0

22.5

18.5

0% 20% 40% 60% 80%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）

放課後児童クラブ〔学童クラブ〕

放課後子ども教室

児童館

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、公園など）

不明・無回答

就学前児童（N=151）

小学校１～４年生 小学校５～６年生
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⑪小学校１～４年、５～６年生での、放課後（平日の小学校終了後）の過ごし方〈複⑪小学校１～４年、５～６年生での、放課後（平日の小学校終了後）の過ごし方〈複⑪小学校１～４年、５～６年生での、放課後（平日の小学校終了後）の過ごし方〈複⑪小学校１～４年、５～６年生での、放課後（平日の小学校終了後）の過ごし方〈複

数回答〉〈小学生児童調査〉数回答〉〈小学生児童調査〉数回答〉〈小学生児童調査〉数回答〉〈小学生児童調査〉 

放課後（平日の小学校終了後）の過ごし方についてみると、小学校１～４年、5～6 年生とも

に「習い事」が 61.4％、70.8％と最も高く、次いで「自宅」が 60.5％、66.4％となっていま

す。 

また、「放課後児童クラブ（学童クラブ）」の利用については、小学校１～４年が 25.3％とで小

学校５～６年生の 16.6％を 8.7 ポイント上回っています。 

 

60.5

29.2

61.4

25.3

19.5

9.9

1.4

32.9

6.4

66.4

30.3

70.8

16.6

16.8

6.4

1.6

35.4

6.4

0% 20% 40% 60% 80%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）

放課後児童クラブ〔学童クラブ〕

放課後子ども教室

児童館※

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、公園など）

不明・無回答

小学生児童（N=435）

小学校１～４年生の過ごし方 小学校５～６年生の過ごし方

 

 

 



24 

第４章 計画の基本的事項 

１ 教育・保育の提供区域の設定  

市は、教育･保育の区域は、区域内の量の見込み、量の調整に柔軟に対応できることや、利用者

の細かなニーズ（勤務状況に合わせた保育所利用、教育･保育の特性を踏まえた選択肢）に柔軟に

対応できること、本市は様々な地域性を持っているため、特徴のある教育・保育を利用者が選べ

るなどのメリットから、市全域（1 区域）で教育･保育の量の見込みを定めていきます。 

 
■あきる野市の子育て資源 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設の配置状況】【施設の配置状況】【施設の配置状況】【施設の配置状況】    

・保育所：10か所（平均充足率 108.4％） 

・幼稚園：５園 ・小学校：８校 ・中学校：４校 

・学童クラブ：11か所・その他教育・保育施設：４か所 

 

□ 

圏央道 

旧秋川地区旧秋川地区旧秋川地区旧秋川地区    旧五日市地区旧五日市地区旧五日市地区旧五日市地区    

【施設の配置状況】【施設の配置状況】【施設の配置状況】【施設の配置状況】    

・保育所：６か所（平均充足率 92.0％） 

・幼稚園：１園 ・小学校：２校 ・中学校：２校 

・学童クラブ：３か所 

 

 

● 保育所     ○○○○    幼稚園   

■ 認証保育所   □幼稚園類似施設 

▲ 家庭的保育（保育ママ） 

◆ 小学校     ◇◇◇◇ 中学校 

◎◎◎◎    あきる野市役所（秋留台学童クラブ）  

○○○○    五日市出張所（五日市学童クラブ） 
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２ 幼児期の学校教育・保育 

（１）前提となる事項（１）前提となる事項（１）前提となる事項（１）前提となる事項    

 市では、市内に居住する０～５歳の子どもについて「現在の保育所、幼稚園、認定こども園の

利用状況」に「利用希望」を加味して国の定める以下の３つの区分で認定します。 

 

■認定区分と提供施設 

認定区分 提供施設 

１号 
３－５歳、幼児期の学校教育(以下「学

校教育」という)のみ 
幼稚園、認定こども園 

２号 ３－５歳、保育の必要性あり  保育所、認定こども園 

３号 ０－２歳、保育の必要性あり  保育所、認定こども園、地域型保育事業 

 

 

■子育て支援の「給付」と事業の全体像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども・子育て支援給付子ども・子育て支援給付子ども・子育て支援給付子ども・子育て支援給付    

施設型給付施設型給付施設型給付施設型給付    

○認定こども園 

○幼稚園   

○保育所 

地域型保育給付地域型保育給付地域型保育給付地域型保育給付    

○小規模保育 
（定員は６人以上１９人以下） 

○家庭的保育 
（保育者の居宅等において保育を行う。 

定員は５人以下） 

○居宅訪問型保育 
（子どもの居宅等において保育を行う。） 

○事業所内保育 
（事業所内の施設等において保育を行う。） 

児童手当児童手当児童手当児童手当    

 
地域子ども・子育て支援事業地域子ども・子育て支援事業地域子ども・子育て支援事業地域子ども・子育て支援事業    

○利用者支援 新設 

（新制度により提供される給付・事業の中から適切

なものを選択し、円滑に利用できるよう、身近な

場所で支援を行う。） 

○地域子育て支援拠点事業 

○妊婦健診 

○乳児家庭全戸訪問事業 

○養育支援訪問事業 

○子育て短期支援事業 

○ファミリー・サポート・センター 

○一時預かり 

○延長保育事業 

○病児・病後児保育事業 

○学童保育所 
※対象児童の拡大 

（概ね 10 歳未満の小学生→小学校６年生） 

○実費徴収に係る補足給付を行う事業 

○多様な主体が本制度に参入することを

促進するための事業 

 

クラブ 

新設 

新設 
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（（（（２２２２）需要量の見込み）需要量の見込み）需要量の見込み）需要量の見込み    

計画期間（平成 27 年度から平成 31 年度）における、「幼児期の学校教育・保育の量の見込み」

を定めます。 

 

（（（（３３３３）提供体制の確保の内容及び実施時期）提供体制の確保の内容及び実施時期）提供体制の確保の内容及び実施時期）提供体制の確保の内容及び実施時期 

市は、設定した「幼児期の学校教育・保育の量の見込み」に対応できるよう、「教育･保育施設

および地域型保育事業による確保の内容及び実施時期（確保方策）を定めます。 

 

■平成 25 年度の保育･教育の状況 ０～５歳人口：4,159 人（平成 25 年４月１日時点） 

幼稚園等利用者数（％） 

３～５歳 

※5/1 時点 

 保育所等利用者数 

３～５歳 

保育所等利用者数 

０～２歳 

1,088 人 737 人 

保育所等利用者数（％）０～５歳 

1,004 人 

（24.14％） 

1,825 人 

（43.88％） 

 

 

■教育・保育：「量の見込み」に対する「確保の内容」及び「実施時期」 

 

平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

1 号 
（3-5 歳 

教育のみ） 

2 号 
（3-5 歳 

保育の必

要性あり） 

3 号 
（0-2 歳 

保育の必

要性あり） 

1 号 
（3-5 歳 

教育のみ） 

2 号 
（3-5 歳 

保育の必

要性あり） 

3 号 
（0-2 歳 

保育の必

要性あり） 

1 号 
（3-5 歳 

教育のみ） 

2 号 
（3-5 歳 

保育の必

要性あり） 

3 号 
（0-2 歳 

保育の必

要性あり） 

①量の見込（必要利用定員総数） ●人 ●人 ●人 ●人 ●人 ●人 ●人 ●人 ●人 

②確保

の内容 

認定子ども園、幼稚園、

保育園（教育・保育施設） 
●人 ●人 ●人 ●人 ●人 ●人 ●人 ●人 ●人 

地域型保育事業   ●人   ●人   ●人 

②－① 0 0 ―10 人 0 0 0 0 0 0 

 

 

平成 30 年度 平成 31 年度 

1 号 
（3-5 歳 

教育のみ） 

2 号 
（3-5 歳 

保育の必

要性あり） 

3 号 
（0-2 歳 

保育の必

要性あり） 

1 号 
（3-5 歳 

教育のみ） 

2 号 
（3-5 歳 

保育の必

要性あり） 

3 号 
（0-2 歳 

保育の必

要性あり） 

①量の見込（必要利用定員総数） ●人 ●人 ●人 ●人 ●人 ●人 

②確保

の内容 

認定子ども園、幼稚園、

保育園（教育・保育施設） 
●人 ●人 ●人 ●人 ●人 ●人 

地域型保育事業   ●人   ●人 

②－① 0 0 
▲100

人 
0 0 ▲20 人 

 

 

 

※掲載イメージ 
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３ 地域子ども・子育て支援事業  

５年間の計画期間（平成 27 年度から平成 31 年度）における、「地域子ども・子育て支援事業

の量の見込み」を定め、「量の見込み」に基づく「確保の内容」を定め、提供体制の確保策やその

実施時期を事業計画で明確にし、各年度の進捗管理をしていきます。 

    

（１）利用者支援に関する事業（１）利用者支援に関する事業（１）利用者支援に関する事業（１）利用者支援に関する事業    

利用者支援事業は、教育･保育施設や地域の子育て支援の事業等の利用について情報収集と提供

を行うことともに、子どもまたは保護者の相談に応じ、必要な情報提供･助言をし、関係機関との

調整を行う事業で、利用希望を把握し、身近な場所でサービスが受けられるように把握した目標

量および確保の内容を設定していきます。 

現在、市では「るのキッズ通信」や「るのキッズメール」などで妊娠中から子育て中の方を対

象に情報提供を行っています。 

    

■「量の見込み」に対する「確保の内容」及び「実施時期」 

 平成27 年度 平成28 年度 平成29 年度 平成30 年度 平成31 年度 

①量の見込 ●か所 ●か所 ●か所 ●か所 ●か所 

②確保の内容 ●か所 ●か所 ●か所 ●か所 ●か所 

 

（２）（２）（２）（２）時間外保育事業（時間外保育事業（時間外保育事業（時間外保育事業（延長保育事業延長保育事業延長保育事業延長保育事業））））    

保護者の就労時間の長時間化や通勤時間の広がり等に伴う、保育時間帯のニーズを把握し、  

目標事業量を設定していきます。 

現在、市では勤務時間や通勤時間の都合で開所時間（１１時間保育）を超えて保育が必要な世

帯を対象に実施しています。 

■延長保育の実施箇所数 

実施時間 公立保育所 私立保育所 

午後７時００分までの延長保育 ２か所 ９か所 

午後７時１５分までの延長保育 － ２か所 

計 ２か所 １１か所 

 

■「教育・保育提供区域」別、「量の見込み」に対する「確保の内容」及び「実施時期」 

 平成27 年度 平成28 年度 平成29 年度 平成30 年度 平成31 年度 

①量の見込 ●人 ●人 ●人 ●人 ●人 

②確保の内容 
●人 

●か所 

●人 

●か所 

●人 

●か所 

●人 

●か所 

●人 

●か所 
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（３）（３）（３）（３）学童学童学童学童クラブクラブクラブクラブ    

学童クラブは、保護者の就労等により、放課後家庭において適切な監護が受けられない児童を

対象として、仲間づくりや活動や遊びを通して、たくましい体や心を育てること等を目的に設置

されています。市は、設定した「量の見込み」に対応できるよう、確保の内容及び実施時期（確

保方策）を定めます。 

 

■学童クラブ実績 

 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 

入会者数（４月１日時点） 667 人 689 人 701 人 

設置箇所数 13 か所 13 か所 13 か所 

 

■「教育・保育提供区域」別、「量の見込み」に対する「確保の内容」及び「実施時期」 

 平成27 年度 平成28 年度 平成29 年度 平成30 年度 平成31 年度 

①量の見込（１～４年生） ●人 ●人 ●人 ●人 ●人 

②確保の内容 ●人 ●人 ●人 ●人 ●人 

①量の見込（５、６年生） ●人 ●人 ●人 ●人 ●人 

②確保の内容 ●人 ●人 ●人 ●人 ●人 

 

（４）子育て短期支援事業（４）子育て短期支援事業（４）子育て短期支援事業（４）子育て短期支援事業    

子育て支援短期支援事業は、保護者の疾病や仕事等により、児童の養育を一時的に困難になっ

た場合等に児童養護施設などで一時的に児童をお預かりする事業です。 

市ではショートステイ事業を児童福祉施設「東京恵明学園」（所在地：青梅市）で、宿泊を含めた

事業を行っています。トワイライトステイは夕方から夜間にかけて預かりを行う事業で市では現

在、実施していません。ニーズ量に合わせたサービスについて定めます。 

 

■ショートステイ事業実績 

 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 

年間利用者数 延べ 132 人 延べ 152 人 延べ 77 人 

設置箇所数 1 か所 1 か所 1 か所 

 

■「量の見込み」に対する「確保の内容」及び「実施時期」 

 平成27 年度 平成28 年度 平成29 年度 平成30 年度 平成31 年度 

①量の見込 ●人日 ●人日 ●人日 ●人日 ●人日 

②確保の内容 ●人日 ●人日 ●人日 ●人日 ●人日 
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（５）乳児家庭全戸訪問事業（５）乳児家庭全戸訪問事業（５）乳児家庭全戸訪問事業（５）乳児家庭全戸訪問事業    

乳児家庭全戸訪問事業は、生後４か月までの乳児のいるすべての家庭〔新生児訪問（生後２か

月まで）を含む〕を訪問し、子育て支援情報の提供や養育環境等の把握を行い、必要なサービス

につなげる事業です。出生数等を勘案して、計画期間内の目標事業量を定めます。 

■新生児訪問・こんにちは赤ちゃん訪問事業実績 

 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 

出生者数 681 人 655 人 622 人 

新生児訪問 257 人 296 人 389 人 

こんにちは赤ちゃん訪問 372 人 337 人 223 人 

訪問率（％） 92.4％ 96.6％ 98.4％ 

 

■「量の見込み」に対する「確保の内容」及び「実施時期」    

 平成27 年度 平成28 年度 平成29 年度 平成30 年度 平成31 年度 

①量の見込(訪問件数) ●件 ●件 ●件 ●件 ●件 

②量の見込(訪問率) ●％ ●％ ●％ ●％ ●％ 

③確保の内容 

実施体制：●

人 

実施機関：●

保健センター 

委託団体等：

●協会 

実施体制：●

人 

実施機関：●

保健センター 

委託団体等：

●協会 

実施体制：●

人 

実施機関：●

保健センター 

委託団体等：

●協会 

実施体制：●

人 

実施機関：●

保健センター 

委託団体等：

●協会 

実施体制：●

人 

実施機関：●

保健センター 

委託団体等：

●協会 

    

（６）養育支援訪問事業及び要保護児童対策地域協議会その他（６）養育支援訪問事業及び要保護児童対策地域協議会その他（６）養育支援訪問事業及び要保護児童対策地域協議会その他（６）養育支援訪問事業及び要保護児童対策地域協議会その他の者の者の者の者による要保護児童に対すによる要保護児童に対すによる要保護児童に対すによる要保護児童に対す

る支援に資する事業る支援に資する事業る支援に資する事業る支援に資する事業    

養育訪問事業及び要保護児童対策地域協議会その他の者による要保護児童に対する支援に資す

る事業は、養育支援が特に必要な家庭に対し、適切な養育の実施を確保するため、保健師及び保

育士等がその居宅を訪問し、養育に対する指導、助言及び家事の援助等を行うほか、要保護児童

地域対策協議会を設置し、適切な保護・支援及び予防のために必要な情報の交換を行うとともに、

支援等の内容に関する協議を行う事業です。関係機関と連携し、迅速な対応等が図れるよう機能

強化を行います。 

    

■養育支援訪問事業及び要保護児童対策地域協議会実績 

 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 

専門的相談支援 29 件 34 件 16 件 

育児支援ヘルパー派遣 0 件 23 件 18 件 

要保護児童対策協議会代表者会議  2 回 2 回  2 回 

要保護児童対策協議会実務者会議 3 回 3 回 3 回 

要保護児童対策協議会個別ケース検討会議 17 回 20 回 12 回 
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（７）地域子育て支援（７）地域子育て支援（７）地域子育て支援（７）地域子育て支援拠点拠点拠点拠点事業事業事業事業    

地域子育て支援拠点事業は、公共施設や保育所等の地域の身近な場所で、子育て中の親子の交

流･育児相談等を行う事業で、市では子育てひろばを３ヶ所（子育てひろば秋川あすなろ、子育て

ひろばいつかいち、子育てひろばにしあきる）で子育て相談や子育てサークル活動の場の提供、

講習会などを実施しています。利用者希望数、利用実績等を勘案して、適切な事業目標量を定め

ます。 

■地域子育て支援拠点事業（子育てひろば）実績 

 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 

相談件数 97 件 174 件 186 件 

利用者数 ※ － 3,730 人 6,114 人 

設置箇所数 2 か所 3 か所 3 か所 

※利用者数は親子の合計人数となっています。 

 

■「量の見込み」に対する「確保の内容」及び「実施時期」 

 
平成27 年度 平成28 年度 平成29 年度 平成30 年度 平成31 年度 

地域子育て支援拠点事業（機能強化型） 

①量の見込 ●人日 ●人日 ●人日 ●人日 ●人日 

②確保の内容 
●人日 

（●か所） 

●人日 

（●か所） 

●人日 

（●か所） 

●人日 

（●か所） 

●人日 

（●か所） 

②－① 0 0 0 0 0 

    

（８）一時預かり事業（８）一時預かり事業（８）一時預かり事業（８）一時預かり事業    

一時預かり事業は、幼稚園在園児を対象とした預かり保育事業と就学前までの児童（主に 0 か

ら 2 歳まで）を、保護者が疾病、出産及び親族の看護、その他育児疲れなどでリフレッシュした

いときなどに保育所でお子さんをお預かりする一時預かり事業です。利用希望量を勘案し適切な

目標事業量を定めます。 

■幼稚園における在園児を対象とした預かり保育事業実績  

 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 

利用者数 延べ 20,108 人 延べ 20,111 人 延べ 22,727 人 

設置箇所数 6 か所 6 か所 6 か所 

 

■一時預かり事業実績 ※その他の事業に該当 

 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 

利用者数 延べ 502 人 延べ 369 人 延べ 437 人 

設置箇所数 11 か所 12 か所 12 か所 
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■「量の見込み」に対する「確保の内容」及び「実施時期」 

一時預かり（預かり保育） 平成27 年度 平成28 年度 平成29 年度 平成30 年度 平成31 年度 

①量の見込 

①１号認定による利用 ●人日 ●人日 ●人日 ●人日 ●人日 

②２号認定による利用 ●人日 ●人日 ●人日 ●人日 ●人日 

③その他 ●人日 ●人日 ●人日 ●人日 ●人日 

②確保の内容 
●人日 

（●か所） 

●人日 

（●か所） 

●人日 

（●か所） 

●人日 

（●か所） 

●人日 

（●か所） 

②－① 0 0 0 0 0 

    

（（（（9999）病）病）病）病児児児児･病後児保育事業･病後児保育事業･病後児保育事業･病後児保育事業    

病時･病後児保育事業は保護者の子育てと就労等の両立を支援する事業で、「病児保育」は病気

または病気回復期にあるため集団保育が困難な児童を医療機関の併設等の病児保育室で預かる事

業です。「病後児保育」は、病気回復期にあるため集団保育が困難な児童を保育所等に併設してい

る病後児保育室で預かる事業です。市ではこのうち「病後児保育事業」を行っていますが、「病児

保育事業」は実施していません。ニーズに合わせた利用希望量を勘案し適切な目標事業量と「病

児保育事業」の実施について検討をします。 

 

■病後児保育事業実績  

 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 

利用者数 延べ 22 人 延べ 8 人 延べ 3 人 

設置箇所数 1 か所 1 か所 1 か所 

    

■「量の見込み」に対する「確保の内容」及び「実施時期」 

 平成27 年度 平成28 年度 平成29 年度 平成30 年度 平成31 年度 

①量の見込（病後児保育） ●人日 ●人日 ●人日 ●人日 ●人日 

②実施箇所数 ●か所 ●か所 ●か所 ●か所 ●か所 

①量の見込（病児保育） ●人日 ●人日 ●人日 ●人日 ●人日 

②実施箇所数 ●か所 ●か所 ●か所 ●か所 ●か所 
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（（（（10101010）ファミリー・サポート・センター事業）ファミリー・サポート・センター事業）ファミリー・サポート・センター事業）ファミリー・サポート・センター事業    

ファミリー・サポート・センター事業は、育児の援助をしてほしい方と、育児の援助をしたい

方が会員となり、仕事と育児の両立できる環境等を整備し、地域の中で子どもたちが健やかに育

っていけるよう、会員組織による地域の助け合い活動をする制度です。利用実績に基づき適切な

目標事業量を定めます。 

■ファミリー・サポート・センター事業 

  平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 

会員数 499 人 

提供：155 人 

依頼：319 人 

両方：25 人 

577 人 

提供：171 人 

依頼：379 人 

両方：27 人 

630 人 

提供：183 人 

依頼：349 人 

両方：28 人 

利用件数 1,552 件 1,619 件 2,001 件 

設置箇所数 1 か所 1 か所 1 か所 

 

■「量の見込み」に対する「確保の内容」及び「実施時期」    

 
平成27 年度 平成28 年度 平成29 年度 平成30 年度 平成31 年度 

ファミリー・サポート・センター事業 

①量の見込 ●人日 ●人日 ●人日 ●人日 ●人日 

 

（（（（11111111）妊婦）妊婦）妊婦）妊婦健康診査健康診査健康診査健康診査    

妊婦健康診査は、妊婦の健康の保持増進を図り、安全、安心な妊娠、出産に資するために適切

な健診を行う事業です。市では妊婦の健康管理を目的とし医療機関に委託して健診を実施してお

り、14回までの公費助成を行っています。出生の届出や母子健康手帳の発行件数等を勘案して、

適切な目標事業量を設定していきます。 

 

 平成27 年度 平成28 年度 平成29 年度 平成30 年度 平成31 年度 

①量の見込 
●人 

（健診回数） 

●人 

（健診回数） 

●人 

（健診回数） 

●人 

（健診回数） 

●人 

（健診回数） 

②確保の内容 

実施場所 ●か所 ●か所 ●か所 ●か所 ●か所 

実施体制 ●人 ●人 ●人 ●人 ●人 

検査項目 ●項目 ●項目 ●項目 ●項目 ●項目 

実施時期 ●～● ●～● ●～● ●～● ●～● 

 

４ 幼児期の学校教育・保育の一体的な提供及び推進方策 

認定こども園の設置時期と普及に係る考え方、質の高い幼児期の学校教育・保育、地域の子育

て支援の役割と推進策、幼保小の連携の取り組みの推進等に関する事を記載します。 

国の考え方 

 

 

 

 

○認定こども園の設置数、設置時期その他認定こども園の普及に係る考え方（認定こども園を普及さ

せる背景や必要性等） 

○質の高い幼児期の学校教育・保育、地域の子育て支援の役割及びその推進方策 

○幼児期の学校教育・保育と小学校教育（義務教育）との円滑な接続（保幼小連携）の取組の推進 

○保幼小連携、０～２歳に係る取組と３～５歳に係る取組の連携 
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第５章 計画のその他の事項 

子ども・子育て支援事業計画の任意の記載事項に加え、あきる野市次世代育成支援行動計画の

評価を踏まえた子育て支援施策も掲載をします（市の諸計画において実施している内容は除きま

す）。 

 

任意の記載事項     

 １ 産後の休業及び育児休業後におけ

る特定教育・保育施設等の円滑な利

用の確保 

保護者が産休・育休明けの希望する時期に、

教育・保育施設、地域型保育事業を円滑に利

用できるよう、休業中の保護者に対して情報

提供等を実施します。 

 

２ ⼦どもに関する専門的な知識及び

技術を要する支援に関する東京都が

⾏う施策との連携 

児童虐待の予防・防止対策の充実、障害児

等の特別の支援を要する子どもへの施策の

充実、ひとり親家庭の自立支援の推進等、東

京都が行う施策との連携を図るとともに、市

の施策に関連する各機関や団体との連携を

進めます。 

 

３ 労働者の職業生活と家庭生活との

両⽴が図られるようにするために必

要な雇用環境の整備 

仕事と家庭生活の調和の実現のための働

き方の見直しを図るために、東京都、市内の

事業所、関連する各種団体と連携しながら、

市の実情を踏まえた取り組みを進めます。 

 

 

項目 事業 

1 地域における子育ての支援 

  

（１）子育て支援サービスの充実 

  

幼児クラブ 

児童館の整備、事業内容の充実 

放課後子ども教室 

幼稚園における就園前児童の子育て支援事業 

（２）保育サービスの充実 

  
保育園・幼稚園の園庭開放 

障がい児保育事業 

（3）子育て支援のネットワークづくり 

  

子育て関連情報提供の推進 

子育てグループ等への支援 

保育所・幼稚園地域活動 

保育所・幼稚園・児童館における子育て相談の充実 

2 子どもの成長を通した健康づくり 

  （1）母と子の健康の維持･増進 

    

母子健康手帳の交付 

母親学級（母性科、育児科） 

訪問指導 

育児相談・一般相談 

3 子どもの健やかな成長に資する教育環境等の整備 

  

（１）次代の親の教育 

  

子育てに関する意識についての啓発活動の推進 

保育園・幼稚園・学校との連携 

幼児教育に対する支援 

4 子どもの健やかな成長に資する教育環境等の整備 

 

（１）ひとり親家庭等への支援の充実 

  

ひとり親家庭ホームヘルプサービス事業 

児童育成手当の支給 

児童扶養手当の支給 

ひとり親家庭医療費の助成 

東京都母子福祉資金 

母子家庭自立支援教育訓練給付金事業 

母子家庭高等技能訓促進費事業 

母子・女性相談 

（２）子ども等の安全の確保 

  子どもの安全の確保 

 

あきる野市次世代育成⽀援⾏動計画から 

継続予定の施策及び事業一覧 
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第６章 計画の推進 

１ 計画の推進体制 

本計画は、庁内関係各課、関係機関団体と連携して推進を図るとともに、市内の教育・保育事

業者、学校、事業所、市民と連携と協働を推進し、子ども・子育て支援施策の充実に取り組みま

す。 

 

２ 進捗状況の管理 

本市における子ども・子育て支援施策の推進に向け、子ども・子育て支援事業計画に基づく各

施策の進捗状況に加え、事業計画全体の成果についても「あきる野市子ども･子育て会議」で点検・

評価をしていきます。 

また利用者の視点に立った事業の提供を図るため、各種指標を設定し、年度ごとの点検・評価

を行い、施策の改善に努めます。 

 


